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新城川で捕獲した「ウキゴリ」

新城川で捕獲した「ウキゴリ」

　　第3代　五十嵐　正俊

　数年前から新城中央小学校の4年生の校外授業に「新城川の調査」と言うのがあって、元顧問の

小山内孝先生と元新城中学校の教師でもあった山道忠郎先生と3人で川の生き物採集を手伝って

います。

　新城川と言うのは青森市西部の梵珠山付近を源に油川の少し東で陸奥湾に流入している青森

市内では堤川に次ぐ2級河川です。流域に都市化された住宅地が比較的少ないのと沖館川の様な

海抜０ｍ河川の部分が短いので水質は比較的きれいでした。

　ただし、近年鶴ヶ坂地区にリサイクル施設や焼却施設が出来、二股川の真上（カルバート・トンネ

ル式）には青森市の最終処分場が出来、埋められたゴミからの滲出液が流れ込んでいる状態です

（浄化施設は有るものの処理水の放出先が問題）。カルバート・トンネルの漏水個所は補修されたこ

とになっているが不十分で匂っています。

　それでも河川工事で拡幅されたので平水時には河道の両側に河原も形成されて「アシ」や「ヤナ

ギ」類の繁茂があり、自然浄化作用もあるのか水の透明度も増している様です。

　川に入ってネットで掬って見ますと、子どもらが歓声を上げる様な「モクズガニ」や魚類が捕れま

す。

　今まで捕獲出来た魚類は「サケ（成魚）」「イワナ（幼魚・成魚）」「ウグイ科（幼魚）」「シマドジョウ」

「ドジョウ」「チカ（ワカサギ）」「スナヤツメ」などですが、目撃例として「フナ」「コイ」「アユ（推定）」など

が記録されています。

　また河口付近では「マハゼ」「ヌマガレイ」「イシガレイ」などが釣れるようです。

　2015年9月15日の調査ではやや大型の丸々と太ったハゼ科の成魚が岸辺の草の陰から捕獲さ

れました（体長13cm）。手持ちの保育社刊「原色日本淡水魚図鑑」では同定出来ません。

　いろいろ種の特徴らしい背鰭や尾鰭、全形などの接写（生体のまま）撮影を行って、元弘前大学に

居られた佐原雄二博士にメールで

照会して見ましたら、私が推定した

「シマウキゴリ」ではなく「ウキゴリ」

ではないかとの返信がありました。

　特徴は胸鰭の基部を見る必要

があるとのこと、それで、小山内さ

んの「しらかば保育園」の水槽に

入れて飼っている魚体を取り出し

再度胸鰭を狙って撮影したのでし

た。

　同時にインターネットで検索を

行い、「シマウキゴリ」の胸鰭の基

部には明瞭な環状の白線あるい
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は破線状の白点があることが分かったのでした。

　佐原さんからも「ウキゴリ」との返信を頂きました。画像で見られるように胸鰭には環状の白線も白

点もありません。「ウキゴリ」と同定できます。

　以下に撮影した画像を並べておきます。

写真1　ウキゴリ頭部（側面） 写真2　頭部（背面）

写真3　第1背鰭の斑 写真4　尾鰭

写真5　胸 写真6　胸鰭（後方から）

（2015.9.20）
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